
地
鮎
の
､
絶
封
約
億
位
を
決
定
す
る
馬
め
基
線
を
設
置

し
､
撰
鮎
を
施
し
'
造
塵
を
行
以
､
而
し
て
観
測
を
貸

施
す
る
の
で
あ
る
が
'
三
角
鮎
等
は
多
-
は
川
境
に
置

か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
其
観
測
に
箇
つ
て
も
'
雲

や
霧
や
｣
其
他
天
候
の
踊
係
は
依
っ
て
.

一
三
角
鮎
の

観
測
に
も
多
数
の
日
時
を
要
す
る
か
ら
､
多
数
三
角
鮎

の
基
礎
的
決
定
乃
至
集
成
に
は
可
成
多
数
の
日
時
を
要

す
る
革
に
在
る
の
で
.
結
局
卒
均
し
て
'
前
記
の
約
六

ヶ
年
の
時
日
を
要
す
る
横
に
な
る
の
で
あ
る
.

〇
五
常
介

一
地
形
圃

7
発
に
封
す
る
費
用
の
概
算

叉
陸
地
測
量
部
に
於
け
る
p
五
啓
介

一
地
形
同

一
某

新

詳

吊

本

地

撃

論

ほ
封
す
る
測
量
及
び
異
聞
製
版
の
諸
費
を
概
算
す
れ
ば

略
左
砂
如
-
で
あ
る
｡

三
角
測
畳

地
形
測
畳

異
同
製
版

約
七
千
同

約
二
千
圃

約

一
千
回

計
約

1
･fEq=風

略
以
上
の
如
-
で
あ
る
が
'
蓮
等
ほ
依
つ
y
見
れ
ば

我
闘
陸
地
捌
盈
部
費
行
の
地
形
園
は
'
其
内
容
は
於
で

79
粁
確
度
に
於
で
も
'
費
用
に
於
で
も
他
の
追
随
と
許

rb
氾
程
も
濃
度
の
高

い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
革
は
.
餐

易
に
班
仰
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
｡
(
未
完
)

文

集

(
二
)

ゴ

ツ

チ

エ
-

日
本

地

質

略

記

本
田

は
常
時
光
京
大
輿

の
故
伽

で
あ
っ
た
カ
､
ル
｡
ゴ
ツ
チ

エ
博
士

が
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ヂ
な
る
ジ
ウ
ル
｡
マ
ル
ク
I
に
造

っ
た
手

紙

の
改

革
で
あ
っ
て
サ
イ
エ
ン
ス
能
に
摘
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

N
o
te
s
o
n
th
e
G
eo
log
y
o
f
l
ap
an
･
S
cin
c
e.
V
o
t.
I,
p
p
-
1
6
6
-

67.1883新
鮮
‖
本
地
挙
緬
父
娘

七
年
前
に
貴
公
(
マ
ル
ク

-
)が
世
界
地
質
固
改
明
審

(
E

IP
tic
atio
n

d
'u
n

e
sec
on
de
Ed
it
ion

de

ta
c

lrte

gg
oto
gi

que
d

ela
t

elr
e

,)
8
7
5
)

と

公
に

さ
れ
て
か

ら
日

本
で
は

事
情

が
大
分

違
っ
て
凍
ね
｡
蝦
夷

(北
海

望

洩

三

九



7=り

や
ハ

節
十
三
魯

追
)
と
=
本
は
放
け
る
ラ
イ
マ
ン
の
急
速
は
行
つ
ね
調

査
は

六

七
九
年
は
終
T
L
ね
じ
新
し

い
地
質
調
査
所

は
E
｡
ナ
ウ
マ
ン
博
士
の
主
宰
の
下
は
設
立
r
uれ
た
､

地
質
撃
は
大
挙
及
び
工
郷
大
撃
は
於
三

ハ
年
以
上
も
敦

授
ruれ
て
凍
ね
｡
而
し
て
兼
行
者
は
内
地
の
ど
の
方
何

へ
･7P
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
居
る
0
多
大
の
報
告
が
此

の
方
法
で
準
b
れ
A
J
P
息
ふ
ほ
貴
公
は
我
の
自
閉
の
友

人
で
あ
る
ナ
ウ

マ
ン
博
士
は
よ
っ
霊

芸

の
馬
は
現
は

用
意
n
れ
つ
ゝ
あ
る
報
音
と
小
r
uな
見
取
図
と
の
中
は

薯
誼
を
資
料
む
御
糟
は
な
る
で
せ
う
0
然
し
小出
は
双
が

近
頃
貨
見
し
且
つ
ナ
ウ
‥
が

見

落
す
か
,p
知
れ
ぬ
事

案
又
は
榎
本
は
閥
す
る
追
加
の
意
見
患

芸

は
量
し
な

い
と
息
ふ
｡

上
部
デ
ポ
ン
系
の
あ
る
rJ
と
は
S
p
irifer
d
isj･unctus

deV
em
e
uil
の
数
個
で
示
n
れ
る
0
比
の
藤
本

は
数
個

所

の

需
い
｡本
の
蒐
集
晶
中
に
も
あ
っ
た
し
竺

部
は

土
佐
芸

伊
勢
か
巨
透
し
た
-

で
あ
る
意

leePrinr持

1.J...･i
l.I:㌦

川:i
･.
.･･
･
'
.I)
i
:
=
ハ-.
･I
-･諾

.･･=.[
･..
.i_
(.I:

だ
得
ら
れ
た
り
で
は
な

い
｡

石
衣
系
は
ね
iJ
梅
成
石
悉

軍

代
表
n
れ
て
居
､
北

節

大
蛇

望
パ

町

o

韓
三
十
九
度
十
分
か
皇

宇

一
度
二
十
分
ま
で
の
口
本

の
東
海
岸
に
沿
ふ
十
七
箇
所
に
露
出
し
て
居
る
○
動
物

化
石
は
甚
だ
稀
少
で
あ
る
が
何
塵
で
79
石
悉

石
は
フ
ズ

ヅ
ナ
及
び
シ
ユ
ワ
グ
-
ナ
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
屠
る
｡

狗
多
-
の
場
令
に
は
之
は

言

ド
シ
ラ
､
テ
キ
ス
テ
イ

ラ
リ
ア
及
び
ト
ロ
カ
ム
ミ
ナ
を
揮
っ
て
居
る
｡
他
の
化

石
の
内
に
は
べ
レ
ロ
フ
ォ
ン
?
(
B
ellelOP
ど
n
(
?)h
iu
T

c
u
s
S
o
w
･)
プ
ア
が
シ
ー
テ
ス
及
び
ポ
チ

リ
オ
ク

リ
ヌ

ス
が
あ
る
｡

私
の
判
断
す
る
所
で
は
石
衣
岩
は
上
部
含
炭
枕
を
含

む石
炭
系
各
部
-tJ-
朝
倉
す
る
0
其
の
排
由
は
(
一
)支
部

の奨
平
の
化
石
の
性
質
は
下
部
石
炭
紀
の
山
地
石
磐

石

と
違
っ
て
居
る
rJ
と

(
カ
イ
ゼ
ル

K
a
yer,
z
eitsch
.

d
eu
tsch
･
g
eol･
G
esellsch
･･
1
88
1,3
51姦
讐

(
二
)
ネ

ブ

ラ
ス
カ
､
ロ
シ
ア
及
び

オ
ー
ス
ー
ク
ア
｡
ア
ル
プ
ス
の

最
上
部
石
莱
薫

及
び
下
部
二
塵
系
ほ
限
ら
れ
て
居
る
と

忍
の
考

へ
る
シ
ユ
ワ
ダ
リ
ナ
属
が
普
通
に
産
出
す
る
,J

と
｡
(
≡
)
メ
-
レ
ル
(
V
･
V
･
m
611er)の
研
究
に
よ
る
と

ロ
シ

ア
の
海
成
石
炭
紀

石
奮

晋

亦
石
衣
東
金
部
を
代

表
す
る
と
云
っ
て
屠
る
乙
と
は
よ
る
の
で
あ
る
○
(
二
)



の
鮎
か
ら
云
ふ
と
日
本
の
石
放
系
は
､
支
那
で
は
石
炭

を
有
す
る
最
上
柾
に
の
み
刑
皆
す
る
と
見
る
こ
と
が
出

凍
る
｡(詰

説

琵

詣

錆

憲

馴
箭

盟

詣

㍍

脚
帥
如

髭

畏

鰻

の
)
ナ
ウ
:

博
士
が
仙
毒
の
近
傍
(証
仰
州

景

)
で
散
見
し
た
モ
ノ
-
テ
ィ
ス

(M
.n.tis
salin
aria

v
a
r
.

R
ich
em

ond
iana
Z
ittet)
(
託

Pseud.m
entis
O
･

ch.tica
(K
ayse
rt))を
有
す
る
競

い
三
塵
系
の
貫
岩

(Ja
･

hr
h.k･k.
Reichsan
st.､
1
8
8
)
,
5
19
-
52
8
)
は
今

で
は

北
緯
四
十
度
(
羽
後

閲
荷
揚
場
)(註

翫

錆

謂

謂

唱
)

か
ら
北
緯
三
十
三
度
(
肥
後
間
キ
ン
カ
イ
サ
ン
)(証
那
m

･･if
..:･..･J
..I...I:.
∵

∵

:
I.'･E.;:･･.丹

I
.'い∵

)
I:T･=･･.･
･
j

T

･

屠
る
｡

特
別
在
注
意
が

モ
ノ
-
テ
ィ
ス
厨
に
闘
す
る
蓑

公
の
｢
説
明
L
に
捧
げ
ら
れ
て
居
る
か
ら
之
は
蓑
公
に
興

味
あ
る
こ
と

で
あ
ら
う
｡
陸
前
閉
経
庇
郡
雄
勝
柑
及
び

湊
村

(
北
緯
約
三
十
八
度
三
十
分
兼
躍
日
四
十

.i
比
二

十
分
)
(
許

川
棚
批
描

蛸
:
o

G
)の
酷
似
し
謡

い.蔓

は

下

部
pリ

ア
ス
で
あ

る
｡
其

の
r中

に
予
は

A
lietlteS
b
is･

ul
ca
tus
B
lug･,(註
-
Da
nu
bites
N
au
m
ann
i(n
fIo
j.)
)

A
rie
tites
cf.
ro
tif
ormi
s
So
w
,
(託
=
Ceratites.
(H
o

新
秤
目
本
地
蝉
論
文
集

Lta
n
d
ites)
jap
o
n
ic
tlS
M
.3'･)
及
び

L
yt.ceras
fim
bri･

atu
m
)
の
群
に
儀

す
べ
き
L
yt.cera
s
sp･
(
註

G
y
m
･

n
ites
W
at
an
a
b
ei
M
o
j,)を
静
め
た
｡
二
つ
の

A
rietites

は
オ
ヅ

ベ
ル
の

A
mm
o
n
ites

B
u
ck
tan
d
i
昔
の
特
有

化
石
で
あ
る
｡

(註

碩
州
別
鴫
禦

欄州

㌍
㌶

m
崇

印
剖

f=;

:.;.:.
.:
1..
.I_I
.･l

中

部

保

羅
系

は
植
物
を
有
す
る
琵
岩
は
よ
っ

ての
み

代
表
さ
れ
て
屠
る
｡
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ガ
イ

レル
博

士
は
既
に
加
賀
園
の
手
取
川
谷
か
ら
十
六
穂
を
記
戟

し

た
｡
(P
ltaeO
ntOgr.､
X
Xiv.
22
1
,5
pl,)
そ
の
多
-
は
東

部

シ
べ
リ

ヤ
の

ア
ム
リ

ア
及
び

ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
か

ら
の
保
雅
種
と
同

山
で

あ
る
｡
其
の
後
産
地
及
び
化
石

の
敗
は
和
樹
加
さ
れ
た
｡
此
の
僅
羅
配
暦
は
帯
び
越
前

間
野
尻
村
へ
飛
騨
関
大
野
郎
尾
上
郷
'
紀
州
湯
浅
の
水

谷
錠
に
阿
波
関
田
野
村
に
在
る
O
特
有
化
石
は
い
づ
こ

で
も

Po
do
Z
ami

tes
h
n
c
eo
latus
L
in
d
l.
s
p.
及
び
P
,

R
ein
iiG

eyl.で
あ
る
｡
此
等
の
地
層
が
淡

水
又
は
牛
触

牛
決
戊

であ
るの
は
異
の
疑
以
夜
4
1J
C
y
ren
a
s
p･
及
び

E
sth
eria
を
産
す
る
rJ
と
で
琵
別
さ
れ

る
｡
(
証
紙
錆

望

宅

E
H



地

球

節
十
三
穆

[･:
I:
=i
..'Ti
.7P.._-=:
:I
;･:‥■川
㌫

;禁

･'い
｡
一

蝦

夷

の

白

壁

紀

化

石

は
ナ
マ
タ
ン
に
よ
-
注
意
泥
-

研
究
さ
れ
た
｡(
M
itth
,d
eutsch.o
sta
siat.
G
esellsch
..

H
eft
2
1)
而
し
て

一
部
を
な
す
十
三
種

は
印
皮
種
と

同

定
n
約
､

1
部
は
樺
太
か
ら

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
記

載
さ
れ
た
貝
頬
と
同
定
n
れ
ね
0

此
の
前
の
休
暇
は
予
は
猶
叉
上
部
白
蔓
紀
の
砂
岩
を

四
囲
で
獲
た
｡
之
は
scab
ra
群
の
三
角
介

(多
分

T
ri･

go
n
ia
atifor
mi

s
P
ark
)
で
各
-
満
た
さ
れ
て
居
る
O

私
の
手
元
に

あ
る
文
献
で
は
決
定
す
る
rJ
と
の
出
凍
覆

い
他
の
二
位
の
三
角
介
､
N
atica
及
び

H
a
m
ites
の

破
片
が
之
は
仲
は
れ
で
居

る
｡
此
の
砂
岩
は
阿
波
図
版

野
郡
研
野
'
阿
波
囲
勝
浦
郡
田
野
村
､
土
佐
囲
安
泰
郡

安
田
村
(証

帖
錆

郎
鐙

醐
猪

等

)に
あ
っ
た
｡

第
三
系
は
寧
ろ
厚
い
｡
ブ
ラ
タ
ン
博
士

(粟
音
大
撃

班
科
骨
粋
第
四

峡

i
八
八

l
年
)
及
び
A
･
ナ
ト
ル

ス
ト

(
S
v
ensk
.ak
a
d
.h
ln
l,,1
8
8
2)
に
よ
っ

て研
究
さ
れ

た
も

の
は
鮮
新
枕
で

あ
っ
て
.
記

載
rb
れ

ね介
瓶
及
び
植
物

の
多
-
は
覗
他
種
と
同
じ
で
あ
る
｡
申
新
枕
或
は
碑
新

節

大

雄

望
八

凹
二

統
よ
･a
育

い
地
暦
は
確
か
に
は
ま
だ
寵
め
ら
れ
て
覆
い

氷
河
現
象
は
日
本
に
於
で
如
何
な
る

痕
跡
を
79
機
首

な
か
っ
た

(
ヤ
〝
ク
夕
日
-
'
記
者
は
東
京
工
部
大
学

の
I

｡
ミ
ル

ン

教

授
が
月
山
は
於
で
氷
河
作
用
の
生
産

物
た
る
大
き
な
ポ
ー
ル
ダ
ー
と

ロ

ッシ
ュ
｡
ム
ー
ト
ン

ネ
(註

細
網
即
諾

)と
義

兄
し
た
こ
と
を
知
っ
て
居
度

い
)

｡終
-
ほ
貴
公
の
エ
キ
ス
プ
リ
カ
シ
ヨ
ン
中
の
列
名

表
中
に
は
私
の
探
し
出
す
乙
と
の
出
家
な

い
蔑
つ
か
の

火
山
が
含
ま
れ
て
屠
る
｡
(
即
ち
首
十
四
百
の
第
八

(
註

出
羽
の
J.
rkiai
Y
a
ma)
と
第
九

(証

牌
奥
の
G
e.
R
u
t.

Y
am
a)
､官
十
五
頁
の
第
四
(
註

蝦
夷
の
V
akadaszu
Yam
a)

と
第
十
(註

陸
奥
仙
轟
の
G
an
g
li
Y
a
ma)と
で
あ
る
｡)
也

つ
と
完
金
を
火
山
表
は
ナ
ク
マ

ン
(横
慣

1
八
七
八
年

)

及
び
ミ
ル
ン
(
T
rams,seism
ot.
soc.
Jap
a
n
;1V
.

)8
8
2
)

の
7b
の
で
あ
る
｡飴
し
此
等

で
n
へ
完
金
で
は
老

い
C何

故
草

b
私
の
虻
頃
行
っ
た
改
訂
で
は
現
は
活
動
し
て
ゐ

る
か
､
又
は
歴
史
上
で
活
動
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
叉

は
滑
疏
洗
状
態
に
あ
る
火
山
が
四
十
八
あ
る
か
ら
で
あ

る
｡
此
の
外
多
方
重

刑
に
活
動
し
た
79
の
が
約
四
十
鰻

あ
っ
て
鮮
新
世
ま
で
柳
る
｡
鮮
新
暦
は
屡
凝
炭
質
で
あ



る
か
又
は
浮
石
片
で
浦
さ
れ
て
居
る
O

論
文
鵠
節
三
と
し
て
ほ

ナ
i
マ
ン
の
日
本
･
ト
ル
コ
及
び
メ
キ
シ
コ
の

地
質
調
査
を
跳
び
た

い
と
4
.
ふ
.
(
中
村
)

べ

リ

-

ウ

ム

と

其

の
嚢

物

朗
.
緒

嘗

べ
リ
ブ
ク
ム
は
最
近
に
於
で

一
部
の

人
々
に
甚
し
-
注
意
を
悲
き
つ
ゝ
あ
る
軽
金
属
で
あ
っ

て
､

l
九
二
九
年
の
欧
米
難
詰
を
賑
し
て
屠
る
｡
共
等

の
中
で
ホ
-
ゼ
ン
フ
エ
ル
ド
の
研
究

(B
eryltiu
m
･A
J･

b
eiten
}W
iss.V
erG
ff.
S
iem
e
ns･K
onzern.
vot.V
III.

〔
i
]

Be
r
lin

1
9
29)
は
二
五
七

貢
の

大部
をも
の
で
あ

る

｡

乙
の
研

究
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